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富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

  
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今

年
も
富
士
北
麓
駐
車
場
に
お
い
て
、
富
士
山

美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
開
山

中
に
訪
れ
る
多
く
の
登
山
者
や
観
光
客
に

対
し
て
富
士
登
山
マ
ナ
ー
や
環
境
保
全
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
た
り
、
駐
車
場
内
外
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
マ
イ
カ
ー
規
制
期
間
中
の
７
月

14
日
～
16
日
、
８
月
10
日
～
15
日
の
計
９

日
間
実
施
し
、
の
べ
１
０
３
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
活
動
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
多
く
の
登
山
者
が
利
用
す
る
早
朝

の
時
間
帯
（午
前
５
～
６
時
台
）に
も
啓
発
活

動
を
実
施
し
た
り
、
駐
車
場
内
だ
け
で
な

く
、
周
辺
道
路
の
清
掃
活
動
も
行
い
ま
し

た
。 

 

 

９
日
間
の
活
動
で
配
布
し
た
ゴ
ミ
袋
は
約

５
，
５
０
０
枚
で
、
昨
年
ま
で
あ
ま
り
受
け

取
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
外
国
人
登
山
者
や
観

光
客
も
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
数
か
国

語
で
記
載
し
た
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
り
、
英

語
や
中
国
語
で
呼
び
か
け
た
り
し
た
こ
と

で
、
受
け
取
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
印
象

を
受
け
ま
し
た
。 

 

 

駐
車
場
内
の
ゴ
ミ
の
投
棄
に
つ
い
て
は
、
一

見
少
な
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、

草
む
ら
の
中
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
る
も
の
が

多
く
、
汚
れ
た
靴
や
ス
ト
ッ
ク
、
飲
料
缶
等

の
一
般
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。 

 

駐
車
場
の
周
辺
道
路
で
は
、
歩
道
や
路
肩

に
投
棄
さ
れ
た
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
お
弁
当
の
容
器
等
を
回
収
し
ま
し

た
。 

 

９
日
間
の
活
動
で
、
可
燃
ゴ
ミ
約
35
㎏
、

不
燃
ゴ
ミ
（ビ
ン
・カ
ン
含
む
）約
12
㎏
を
回

収
し
ま
し
た
。 

富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

  

「富
士
山
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
な
い
・捨
て

な
い
・気
づ
い
た
ゴ
ミ
は
拾
う
」の
趣
旨
の
も

と
開
催
し
て
い
る
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
、
１
回
目
（７
月
28
日
）は
、
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
の
学
芸
員
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
お
胎
内
を
め
ぐ
り
古
道
を
歩
く
コ
ー
ス

を
予
定
し
て
お
り
、
山
梨
県
内
外
か
ら
38

名
の
方
々
が
参
加
予
定
で
し
た
が
、
台
風
12

号
の
上
陸
に
伴
い
、
参
加
者
の
安
全
を
考
慮

し
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

２
回
目
（
10
月
21
日
）は
、
「御
中
道
コ
ー

ス
」と
「山
麓
（胎
内
）コ
ー
ス
」で
募
集
し
ま
し

た
が
、
台
風
24
号
の
影
響
で
吉
田
胎
内
神

社
付
近
で
倒
木
や
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、

「山
麓
（胎
内
）コ
ー
ス
」は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。 

  

10
月
21
日
当
日
は
、
山
梨
県
内
外
よ
り

42
名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山

麓
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
も
の
の
、
降
雪
及
び

凍
結
の
た
め
、
明
け
方
３
時
よ
り
富
士
ス
バ
ル

ラ
イ
ン
が
通
行
止
め
と
な
り
、
急
遽
予
定
を

変
更
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

午
前
中
は
、
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

の
南
館
の
見
学
や
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ

る
環
境
保
全
学
習
会
（富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
活
動
紹
介
や
開
山
中
の
様
子
、
自
然
公
園

法
に
つ
い
て
）を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
西

湖
に
移
動
し
、
西
湖
野
鳥
の
森
公
園
か
ら
竜

宮
洞
穴
入
口
ま
で
の
「青
木
ヶ
原
樹
海
散
策

コ
ー
ス
」を
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
解
説
を

８月12日（日） 外国人登山者へゴミの持ち帰りを呼

びかけるボランティア 

７月15日（日） 五合目行きのシャトルバスを待つ登

山者たち 

７月16日（月） 草むらに投げ込まれたゴミを回収する

ボランティアの皆さん 

10月２日（火） 倒木により吉田胎内神社の祠が倒壊

していた 
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聞
き
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。 

 

 

１
時
間
ほ
ど
の
清
掃
活
動
で
、
お
弁
当
の

容
器
や
ビ
ニ
ー
ル
類
等
の
可
燃
ゴ
ミ
約
18

㎏
、
飲
料
缶
や
ビ
ン
を
含
む
不
燃
ゴ
ミ
約

５
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
午
後
は
、
富
士
山
周
辺
の
動
植
物

や
樹
海
の
成
り
立
ち
、
溶
岩
の
流
れ
方
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
約
２
㎞
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
し
ま
し
た
。 

 
 

 

美
化
活
動 

 

後

期

ク

リ

ー

ン

作

戦 

  

９
月
15
日
、
富
士
山
を
き
れ
い
に
す
る
会

主
催
の
「富
士
山
環
境
美
化
後
期
ク
リ
ー
ン

作
戦
」に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
が
、
31
団
体
約
３
０
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
の
ロ
ー
タ
リ
ー

や
駐
車
場
、
泉
ヶ
滝
へ
続
く
登
山
道
で
活
動

し
、
可
燃
ゴ
ミ
90
㎏
、
不
燃
ゴ
ミ
30
㎏
の
計

１
２
０
㎏
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

富
士
山
吉
田
口
環
境
保
全
推
進
協
議
会 

清
掃
活
動 

  

10
月
31
日
、
馬
返
し
～
中
の
茶
屋
ま
で
の

区
間
を
、
環
境
省
や
富
士
吉
田
市
役
所
の

方
々
と
活
動
し
ま
し
た
。 

 

車
道
に
は
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
と
み
ら
れ

る
飲
料
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
が
多
少
あ
り
ま
し
た

が
、
遊
歩
道
に
は
目
立
っ
た
ゴ
ミ
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

富
士
山
環
境
保
全
募
金 

寄
付
受
納
式 

  

９
月
14
日
、
星
美
学
園
小
学
校
の
３
年
生

が
林
間
学
校
で
富
士
山
を
訪
れ
、
富
士
山

環
境
保
全
募
金
へ
の
寄
付
金
の
贈
呈
式
が
三

合
目
の
聖
母
像
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

星
美
学
園
小
学
校
は
、
平
成
12
年
に
富

士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ

て
以
降
毎
年
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
呼
び
か
け

て
集
め
て
く
だ
さ
っ
た
募
金
を
ご
寄
付
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
に
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

環境保全学習会 富士山のこれからについて参加者

と活発な意見交換も行われました。 

道路沿いの少しくぼんだスペースには、ポイ捨てと思

われるゴミがたくさんありました。 

トレッキング前に参加者全員で記念撮影「ハイッ！ふ

じさ～ん！」 

どれくらいの溶岩が流れたのか、溶岩の厚みの解説

をきく様子 

ペットボトル等、散乱したゴミを拾う富士山レンジャー 

寄付のお礼に感謝状を贈呈しました。 



 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
今
年
も
富
士

山
の
開
山
期
間
で
あ
る
７
月
１
日
（
日
）

～
９
月
10
日
（
月
）
ま
で
の
72
日
間
、
五

合
目
か
ら
の
登
下
山
道
を
巡
回
し
、
安
全

登
山
指
導
を
行
い
ま
し
た
。 

 

環
境
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
の
山

梨
県
側
の
登
山
者
数
は

15

万
８
４
５
人

で
、
前
年
よ
り
２
万
１
，
８
１
２
人
（

12
．
６
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
台
風
の
接

近
な
ど
、
悪
天
候
が
続
い
た
こ
と
が
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
山

梨
県
が
設
定
し
た
、
一
日
の
登
山
者
の
上

限
目
標
で
あ
る
４
，
０
０
０
人
を
超
え
た

日
が
６
日
間
あ
り
、
最
も
多
か
っ
た
日
は

８
月
４
日
（
土
）
の
４
，
８
６
４
人
で
し

た
。
統
計
は
取
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
巡

回
中
に
感
じ
た
こ
と
は
登
山
者
の
５
～
６

割
は
外
国
人
で
あ
る
こ
と
で
し
た
。 

 

昨
年
の
お
盆
に
報
道
も
さ
れ
て
問
題
と

な
っ
た
、
登
山
道
脇
で
の
テ
ン
ト
の
設
営

や
大
量
の
ゴ
ミ
の
投
棄
な
ど
へ
の
対
策
と

し
て
、
今
年
は
、
８
月
９
日
（
木
）
か
ら

８
月
16
日
（
木
）
の
７
日
間
、
マ
ウ
ン
ト

フ
ジ
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
と
合
同
で
夜
間
巡

回
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
登
山
道
の
ゴ
ミ
の
置
き
去
り
が

多
く
、
毎
日
の
巡
回
終
了
時
に
は
ゴ
ミ
袋

が
拾
っ
た
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら
下
山

す
る
善
意
の
登
山
者
に
も
何
人
か
会
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

テ
ン
ト
の
設
営
は
遭
遇
し
な
か
っ
た
も

の
の
、
低
体
温
症
に
な
り
か
け
た
人
が
目

立
ち
、
中
に
は
、
意
識
が
混
濁
し
ク
ロ
ー

ラ
ー
で
運
ば
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
気
温

が
低
い
中
、
雨
風
に
さ
ら
さ
れ
た
ら
ど
う

な
る
か
。
そ
の
環
境
で
の
登
山
に
必
要
な

準
備
を
し
て
来
な
け
れ
ば
、
命
を
落
と
す

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
ロ
ー
プ
を
越
え
て
登
山
道
か
ら

外
れ
た
場
所
で
休
憩
し
た
り
、
登
山
道
で

は
な
い
所
を
登
る
人
、
下
山
道
の
谷
側
ギ

リ
ギ
リ
に
腰
を
お
ろ
し
て
休
む
人
な
ど
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
自
分
自

身
が
滑
っ
て
転
倒
・
転
落
す
る
だ
け
で
な

く
、
落
石
を
起
こ
し
て
下
方
を
歩
い
て
い

る
人
に
大
変
な
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
注
意

を
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
今
年
多
か
っ
た
の
が
、
木
の
枝

を
杖
に
し
て
歩
い
て
い
る
人
で
す
。
富
士

山
の
五
合
目
以
上
は
国
立
公
園
の
特
別
保

護
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
公

園
法
で
植
物
の
採
取
や
木
の
伐
採
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を
説
明
し

て
枝
を
回
収
し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

登
山
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守

り
、
安

全

に

登

山

す

る

こ

と

が

レ

ン

ジ
ャ
ー
の
願
い
で
す
。 

 
２
０
１
８
年 

７
月
～
10
月 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
活
動
報
告 

富
士
山
安
全
登
山
活
動
ま
と
め ８月１１日 山頂の御来光 

７月１６日 六合目 ゴミを拾う登山者 

８月１２日 登山道で寒さに震える登山者 ７月３１日 下山道 谷側で休憩する登山者 

７月９日 六合目 杖代りの木の枝を返してもらう 



そぞろ あるき 

御
正
体
（
み
し
ょ
う
た
い
）
山
は
、

都
留
市
と
道
志
村
の
境
に
あ
り
道
志
山

塊
で
最
高
峰
の
標
高
１
，
６
８
２
ｍ
。

一
等
三
角
点
が
あ
る
山
梨
百
名
山
の
一

つ
で
あ
る
。
周
辺
は
自
然
保
存
地
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。 

山
頂
に
御
正
体
権
現
の
社
が
祀
ら
れ

て
い
る
。
古
く
か
ら
雨
乞
い
の
信
仰
が

あ
っ
た
よ
う
だ
。
幕
末
期
の
繁
栄
を
伝

え
る
面
影
が
今
で
も
山
内
に
残
っ
て
い

る
。
石
仏
や
峰
宮
跡
、
都
留
市
鹿
留

（
し
し
ど
め
）
側
の
中
腹
に
あ
る
上
人

堂
跡
は
、
二
百
年
前
に
妙
心
（
み
ょ
う

し
ん
）
上
人
が
即
身
仏
（
ミ
イ
ラ
）
と

な
っ
た
場
所
だ
。
文
化
年
間
の
こ
と
で

あ
る
。
『
御
正
体
と
お
上
人
』
（
中
野

八
吾
著
）
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。 

上
人
は
美
濃
国
（
岐
阜
県
）
の
出
身

で
諸
国
行
脚
の
後
、
富
士
山
で
修
行
を

行
っ
て
い
た
。
食
行
身
禄
に
続
き
富
士

山
中
で
の
入
定
を
望
ん
で
い
た
が
当
時

の
情
勢
か
ら
、
願
い
は
叶
わ
な
か
っ

た
。
一
説
に
よ
れ
ば
荒
行
を
続
け
て
い

る
と
白
髪
の
老
人
が
現
れ
、
「
富
士
山

の
鬼
門
と
な
る
北
東
に
位
置
す
る
御
正

体
山
を
開
く
よ
う
に
」
と
勧
め
ら
れ
た

の
だ
と
い
う
。 

そ
の
後
、
妙
心
上
人
は
御
正
体
山
に

入
り
、
こ
こ
で
入
定
す
る
こ
と
を
決
意

し
た
。
山
で
の
修
行
を
行
い
な
が
ら
、

周
辺
地
域
の
布
教
活
動
を
行
い
、
近
隣

の
信
者
を
集
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

い
よ
い
よ
即
身
仏
と
な
っ
た
後
は
、
上

人
の
姿
を
お
参
り
に
訪
れ
る
信
者
は
さ

ら
に
増
え
、
山
中
に
い
く
つ
も
御
堂
が

建
て
ら
れ
る
程
に
栄
え
た
。 

明
治
に
な
る
と
状
況
が
一
変
す
る
。

修
験
が
禁
止
さ
れ
一
挙
に
衰
退
し
、
や

が
て
信
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ミ
イ
ラ
は
奇
怪
な
も
の
と
し
て
扱

わ
れ
、
見
世
物
と
な
る
な
ど
し
て
い
た

が
、
山
梨
県
庁
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
医
学
研
究
な
ど
の
対
象
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
妙
心
上
人
の
出
生

地
で
あ
る
人
々
の
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
山
梨
県
へ
懇
願
さ
れ
、
郷
里
で

あ
る
岐
阜
県
の
横
蔵
寺
に
納
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

妙
心
上
人
は
、
富
士
山
と
人
々
を
守

り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
で
修
行
を
し

て
い
た
。
夏
の
日
、
富
士
吉
田
口
か
ら

富
士
登
山
を
し
て
い
る
と
、
奇
妙
に
も

御
正
体
の
山
頂
が
顔
を
見
せ
て
い
る
こ

と
が
多
い
気
が
す
る
。 

修
験
の
適
す
る
山
に
は
、
ほ
ら
貝
の

音
が
よ
く
響
く
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と

い
う
。
秋
の
日
、
御
正
体
の
峰
を
目
指

し
て
い
る
と
、
谷
間
に
は
山
林
工
事
の

音
が
こ
だ
ま
し
て
い
た
。
な
ぜ
か
妙
心

上
人
の
声
の
よ
う
な
気
が
し
た
。 

第
四
話 

ー 

妙
心
上
人
が
選
ん
だ
山 

ー 

富士山からの山中湖と御正体山 

二十曲峠からの御正体山。西側の沢が霧に覆われて

いる。 

登山道と標識 石造物の残る峰宮跡 

御正体山頂にある権現社 



 

い
つ
も
美
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
富
士

山
。
特
に
冬
は
、
そ
の
美
し
さ
が
際
立
つ
。

だ
が
、
厳
冬
期
の
富
士
山
は
夏
と
は
違
い
、

想
像
を
絶
す
る
寒
さ
と
強
風
で
あ
り
、
ベ

テ
ラ
ン
の
登
山
家
で
も
命
を
落
と
す
危
険

な
山
へ
と
変
貌
す
る
。 

 

左
の
表
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
２
０
１
６
年

４
月
以
降
、
閉
山
期
の
富
士
山
に
お
け
る

遭
難
事
故
事
例
（山
梨
県
警
発
表
分
）で

あ
る
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
死
亡
事
故
も
な
く
、

件
数
も
２
件
と
少
な
い
と
思
う
か
も
知
れ

な
い
が
、
過
去
に
は
遭
難
が
多
数
発
生
し

て
お
り
、
死
亡
事
故
は
７
件
も
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。 

 

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
降
雪
も
少
な
く
、
前
年

度
の
遭
難
事
故
の
報
道
の
影
響
も
あ
っ
て

か
、
入
山
者
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
幸
い
し

た
が
、
今
年
は
既
に
富
士
山
は
冠
雪
し
て

お
り
、
以
前
の
遭
難
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
る

の
で
、
あ
ら
た
め
て
気
を
引
き
締
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

  

 

上
の
グ
ラ
フ
は
過
去
３
年
間
の
冬
の
富
士

山
頂
の
最
低
気
温
と
最
大
風
速
の
推
移

だ
。 

 

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
冬
の
間
、
マ

イ
ナ
ス
10
℃
以
下
は
当
た
り
前
で
１
～
２

月
に
は
マ
イ
ナ
ス
30
℃
以
下
に
な
る
事
も

あ
る
。 

 

さ
ら
に
寒
さ
に
も
増
し
て
凄
い
の
が
風

速
。
グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
秒
速

20
～
30
ｍ
は
当
た
り
前
で
強
け
れ
ば
秒
速

40
ｍ
以
上
の
風
が
吹
く
こ
と
も
あ
る
。
一

般
的
に
秒
速
30
ｍ
で
は
屋
根
が
飛
ば
さ
れ

電
柱
が
倒
れ
る
危
険
が
あ
り
、
秒
速
35
ｍ

で
は
自
動
車
が
横
転
、
40
ｍ
で
は
身
体
を

45
度
に
傾
け
な
い
と
倒
れ
、
小
石
が
飛
ば

さ
れ
る
風
だ
。
過
去
に
は
１
９
４
２
年
４
月

に
最
大
風
速
72
．
５
ｍ
／
ｓ
を
記
録
し
、
日

本
中
で
最
も
風
の
強
い
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
山
頂
ほ
ど
で
は
な
い
ま
で
も
森
林
限
界

を
超
え
る
五
合
目
以
上
で
は
、
吹
き
曝
し

の
為
、
極
寒
・強
風
で
逃
げ
場
が
無
い
こ
と

に
は
変
わ
り
は
な
い
。 

 

ま
た
遭
難
事
故
が
多
く
起
こ
る
の
は
厳

冬
期
だ
け
に
限
ら
な
い
。
暖
か
く
な
っ
て
き

た
４
～
６
月
頃
は
雪
が
融
け
出
し
、
雪
崩

に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
雪
に
足
を
取
ら

れ
、
転
倒
・滑
落
し
た
り
す
る
。
気
温
が
上

が
り
、
厳
冬
期
よ
り
も
登
り
易
く
な
る
か

と
言
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
む
し
ろ
油
断
し

て
事
故
が
増
え
る
時
期
で
あ
る
。
事
実
、
昨

年
度
の
富
士
山
の
遭
難
事
故
は
こ
の
時
期

に
集
中
し
て
い
る
。 

2016年4月以降、閉山期の富士山における遭難事故事例

発生日 形態 性別 年齢 概要

16/04/09(土) その他 男 16歳 登山中、日没により行動不能。怪我なし。

16/04/10(日) 滑落 男 43際 登山中、何らかの原因により滑落、死亡。

16/04/20(水) 転倒 男 21歳 スキーで下山中、スリップし転倒。軽傷。

滑落 男 45歳 救助作業中、支点が崩壊し滑落、重傷。

滑落 男 29歳 単独で山スキー中、何らかの原因により滑落、死亡。

16/10/15(土) 転倒 男 65歳 富士山登頂後、下山中に転倒し顔面を負傷

16/11/15(日) 滑落 男 65歳 富士山で滑落し、頚椎骨折等により死亡

16/12/04(日) 滑落 男 32歳
吉田口8合目付近から約500ｍ滑落し、脳挫傷により死亡

（会社員男性）

16/12/24(土) 滑落 男 52歳
吉田口7合5尺付近から滑落し、右足を骨折

（登山歴約30年、医師男性）

17/01/01(日) 滑落 男 58歳 登山のため（と思われる）入山し、つばくろ沢で遺体発見。

滑落 男 45歳
富士山下山中、強風により滑落し、左足を負傷

（静岡県警ヘリが救助）

滑落 男 37歳
吉田口で滑落し６合目付近で発見、頭を強く打って死亡

（県警ヘリ「はやて」が収容）

17/05/05(金) 滑落 男 43歳 富士山登山中、登山道から約40メートル滑落し左足等を負傷

17/05/19(金) 滑落 男 31歳
富士山八合目付近で人が倒れているとの通報により捜索し、

翌日遺体を収容

18/04/20(金) 滑落 男 20歳 登山中、登山道から約60m滑落し救助要請

18/05/05(土) 滑落 男 69歳 下山中、強風にあおられ約100メートル滑落し、顔を負傷

18/09/13(木) その他 女 21歳 登山中、足を滑らせて右足首を骨折

18/09/24(月) その他 女 22歳 下山中、寒さで行動不能となり救助要請

18/10/10(水) その他 男 32歳 下山中、寒さで行動不能となり救助要請

データ出典: 山梨県警ホームページ　山岳遭難ファイル 　および

　　　　　  山梨県山岳遭難対策協議会／山梨県警察本部地域課　「平成29年度 春山情報」

※期間中に富士山で発生したすべての遭難事例というわけではありません。

【データ出典】 

気温: 気象庁データベース 

風速: 河口湖上空ウィンドプロファイラ数値 

 (富士さんぽ http://www.fujisanpo.com/data/weather_forecast.html) 



 
こ
う
し
た
遭
難
事
故
の
防
止
や
自
然
環
境

の
保
全
の
た
め
に
２
０
１
３
年
、
「
富
士
登
山

に
お
け
る
安
全
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
お
い
て
３
つ
の
ル
ー
ル
が
制
定
さ
れ
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
読
め
る
の
で
、
ま

だ
知
ら
な
い
方
は
ぜ
ひ
確
認
を
し
て
欲
し

い
。 

(h
ttp

://w
w

w
.fu

jisan
-clim

b
.jp

/risk
/

g
u
id

elin
es.h

tm
l) 

  

こ
の
中
で
特
に
登
山
計
画
書
提
出
に
関
し

て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
山
梨
県
で
は
安
全

登
山
条
例
が
昨
年
よ
り
施
行
さ
れ
、
段
階

的
に
登
山
届
の
義
務
化
が
法
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
。
来
年
度
に
は
、
富
士
山
な
ど
指

定
さ
れ
た
山
域
で
の
厳
冬
期
の
登
山
は
事

前
の
登
山
計
画
書
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ

る
と
見
込
ま
れ
る
が
、
条
例
に
関
係
な
く
、

登
山
届
の
提
出
は
山
で
の
常
識
。
ぜ
ひ
守
っ

て
欲
し
い
。 

 

吉
田
口
登
山
道
で
は
馬
返
し
、
ス
バ
ル
ラ

イ
ン
五
合
目
で
は
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
に
登

山
届
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
設
置
し
て
あ
る
。
ま
た
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
か
ら
登
山
届
を
出
せ

るC
O
M

P
A

S
S
(※

１)

を
利
用
す
れ
ば
全
国

の
山
域
に
対
応
し
、
警
察
と
も
連
携
し
て
い

る
の
で
、
便
利
で
あ
る
。
ぜ
ひ
き
ち
ん
と
計

画
を
立
て
て
登
山
届
を
提
出
し
よ
う
。 

※
１
…
コ
ン
パ
ス
登
山
届
シ
ス
テ
ム 

(h
ttp

s://w
w

w
.m

t-com
p
ass.com

/

h
ow

to.p
h
p
) 

 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
山
梨
県
警
と
連
携

し
、
富
士
吉
田
登
山
口
の
馬
返
し
で
厳
冬
期

の
富
士
登
山
者
に
対
し
て
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
る
が
、
中
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ

う
な
軽
装
備
だ
っ
た
り
、
登
山
届
を
出
さ
ず

に
登
ろ
う
と
し
て
い
る
登
山
者
を
見
掛
け
る

こ
と
も
あ
る
。
決
し
て
自
分
の
実
力
を
過
信

せ
ず
、
安
全
の
た
め
、
万
全
の
注
意
を
払
っ
て

ほ
し
い
。
本
年
度
も
警
察
と
連
携
し
て
冬
山

登
山
の
危
険
性
と
安
全
登
山
を
呼
び
掛
け

て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

１
．
万
全
な
準
備
を
し
な
い
登
山
者
の
登
山 

 
 

禁
止 

２
．
登
山
計
画
書
を
必
ず
作
成
・
提
出 

３
．
登
山
者
と
し
て
「
携
帯
ト
イ
レ
」
持
参
の 

 
 

マ
ナ
ー 

馬返しでの冬山登山啓発の様子 

 

皆
さ
ん
こ
ん
に
に
ち
は
。
今
回
の
富
士
さ

ん
歩
は
ミ
ニ
版
で
お
送
り
し
ま
す
。 

 

め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
冬
に

な
る
と
富
士
北
麓
地
域
に
は
た
く
さ
ん
の

渡
り
鳥
が
訪
れ
ま
す
。
河
口
湖
や
忍
野
村

の
桂
川
な
ど
、
野
鳥
を
観
察
す
る
の
に
適
し

た
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
っ
て
お
き
の
野
鳥

観
察
ス
ポ
ッ
ト
を
お
教
え
し
ま
す
。 

 

そ
れ
は
富
士
吉
田
市
の
鐘
山
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
裏
手
に
あ
る
、

鐘
山
温
水
溜
池
で
す
。
こ
こ
で
は
マ
ガ
モ
、
オ

オ
バ
ン
、
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
な
ど
多
く
の
種
類
の
野

鳥
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ん
な

野
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
看
板
に

解
説
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
な
い
人
で
も
安

心
で
す
。
肉
眼
で
の
観
察
は
遠
く
て
難
し
い

の
で
双
眼
鏡
は
必
須
で
す
。 

 

た
だ
し
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。
野
鳥
は

警
戒
心
が
強
い
の
で
、
大
き
な
音
は
厳
禁
で

す
。
車
の
ド
ア
を
閉
め
る
音
や
大
き
な
話
し

声
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
人
の

気
配
に
反
応
し
て
す
ぐ
に
逃
げ
て
し
ま
う
の

で
、
車
は
近
く
の
公
園
に
停
め
て
静
か
に
近

づ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
れ
は
ど

の
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ
ト
で
も
同
じ
こ
と
で

す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
し
ず
か
～
に
観
察
し

ま
し
ょ
う
。 

 

こ
の
冬
は
双
眼
鏡
を
持
っ
て
北
麓
地
域
を

ド
ラ
イ
ブ
し
、
野
鳥
観
察
を
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

富
士 さ

ん
歩 

mini 

鐘
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

道
の
駅
富
士
吉
田 

  ホシハジロ         オオバン               マガモ 



富 士 山 の 噴 火 の 爪 痕 ～ 火 口 に 想 う ～ 

 
富
士
山
に
は
山
頂
の
火
口
を
は
じ
め
複

数
の
噴
火
口
が
あ
る
。
火
口
の
縁
に
立
っ
て

み
る
と
あ
ら
た
め
て
自
然
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

さ
に
圧
倒
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
頂
の
火
口
の
形
成
は
約
一
万
年
前
の
も

の
で
あ
り
、
小
御
岳
火
山
と
古
富
士
火
山

を
覆
っ
た
。
こ
の
噴
火
の
形
成
の
過
程
で
、

溶
岩
流
や
降
下
火
砕
物
（
火
山
灰
や
ス
コ

リ
ア
・
軽
石
）な
ど
を
何
百
枚
と
重
ね
て
大

き
く
な
っ
た
。
山
体
が
美
し
い
円
錐
形
を
し

て
い
て
成
層
火
山
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の

複
成
火
山
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
２
，
３
０

０
年
前
の
最
後
の
山
頂
噴
火
の
爪
痕
と
東

西
南
北
を
ぐ
る
っ
と
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
山
頂
の
お
鉢
め
ぐ
り
コ
ー
ス
は
日
本
人
は

も
ち
ろ
ん
海
外
の
登
山
客
の
人
気
コ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
。 

 

宝
永
四
年
十
一
月
二
十
三
日
（１
７
０
７

年
12
月
16
日
）富
士
山
で
記
録
に
残
る
一

番
新
し
い
噴
火
が
始
ま
っ
た
。
宝
永
火
口
か

ら
１
０
０
キ
ロ
離
れ
た
江
戸
に
お
い
て
も
強

く
連
続
的
な
空
振
が
感
じ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
噴
火
が
い
か
に
爆
発
的
な
も
の
だ
っ
た

か
が
わ
か
る
。
宝
永
四
年
十
二
月
九
日
（１

７
０
８
年
１
月
未
明
）の
噴
火
停
止
ま
で
16

日
間
に
及
ん
だ
。
（伊
東
志
摩
守
日
記
よ

り
） 

 

現
在
で
も
、
宝
永
山
か
ら
宝
永
火
口
を

見
渡
す
と
噴
火
の
爪
痕
が
の
こ
り
、
想
像

を
絶
す
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
10
月
の
撮
影
時
に
宝
永
山
頂
へ
到

着
し
た
と
き
、
冬
を
間
近
に
迎
え
た
風
は

私
を
包
み
込
む
よ
う
に
通
り
過
ぎ
て
い
っ

た
。
視
界
が
一
気
に
よ
く
な
り
火
口
が
見

え
た
瞬
間
、
心
の
中
に
湧
き
出
し
て
く
る

も
の
を
感
じ
た
。 

富
士
山
は
強
風
と
極
寒
の
厳
し
い
冬
を

迎
え
る
。
宝
永
火
口
周
辺
の
砂
礫
地
に
は

秋
の
彩
り
を
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
葉
の
フ
ジ
ハ

タ
ザ
オ
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
た
。
厳
し
い

環
境
の
中
で
も
し
っ
か
り
根
を
張
り
生
き

る
そ
の
姿
は
富
士
を
代
表
す
る
植
物
で
あ

り
、
僕
に
こ
う
生
き
て
い
き
な
さ
い
と
語
り

か
け
て
い
る
様
で
、
今
も
心
の
中
で
大
切
に

記
憶
し
て
い
る
。 

富
士
山
頂
火
口 

富士山頂火口(18.07.25) 

富士山頂火口(18.07.25) 

宝
永
火
口 

宝永第一火口(18.10.15) 

宝永第一火口(18.10.15) 

美しく紅葉したフジハタザオ 夏のフジハタザオ 



里 山 的 自 然 か ら の ぞ い た 富 士 山 

今年も多くの登山客で賑わった富士山のシーズンも過ぎ、これからの季節はその“神聖さと美し

さ”を景観として楽しむ季節になりました。 

 

日
本
の
代
表
的
な
風
景
地
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
私
た
ち
日
本
人
の
心
を
魅
了

し
て
き
た
富
士
山
で
す
が
、
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
、
今
や
世
界
中
の

人
々
が
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 
富
士
山
の
自
然
と
い
う
と
、
人
の
手
が

加
わ
ら
な
い
原
始
的
な
自
然
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
人
と
自
然
の
営
み
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
風
景
も
、
日
本
人
の
心

を
惹
き
つ
け
て
き
た
富
士
山
の
秀
麗
な

景
観
の
一
つ
で
す
。 

 

富
士
北
麓
地
域
に
は
、
古
の
頃
よ
り

人
と
自
然
と
の
営
み
の
中
で
築
か
れ
た

貴
重
な
里
山
的
自
然
が
あ
り
、
か
つ
て

葦
場
や
牧
草
地
と
し
て
人
の
生
活
の
中

か
ら
育
ま
れ
た
草
原
も
そ
の
一
つ
で

す
。 

 

弥
生
時
代
以
降
の
日
本
で
は
、
田
畑

や
雑
木
林
が
育
成
さ
れ
、
里
山
環
境
が

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
頃
は
、
農
村
の
茅
葺
き
屋
根
や

農
耕
用
の
草
原
を
維
持
す
る
た
め
に
、

里
山
で
は
火
入
れ
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
草
原
も
こ
の

１
０
０
年
程
で
激
減
し
、
か
つ
て
は
広
く

生
息
し
て
い
た
草
原
性
チ
ョ
ウ
類
も
限

ら
れ
た
場
所
で
し
か
生
息
で
き
ず
に
絶

滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
山
を
世
界
の
財
産
と
し
て
考
え

る
上
で
も
、
今
後
も
里
山
的
自
然
を
文

化
と
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
景
観

は
も
ち
ろ
ん
貴
重
な
植
物
や
生
物
の
保

護
に
も
繋
が
る
大
切
な
こ
と
な
の
で

す
。 

 

梨
ケ
原
な
ど
の
富
士
北
麓
地
域
の
草

原
に
は
多
く
の
絶
滅
危
惧
の
草
原
性
昆

虫
類
が
い
ま
す
。 

 

今
回
は
チ
ョ
ウ
を
例
に
挙
げ
ま
し
た

が
、
そ
の
他
里
山
的
自
然
の
草
原
に
は

沢
山
の
絶
滅
危
惧
の
昆
虫
類
、
植
物
、

動
物
が
今
も
生
息
し
て
い
ま
す
。 

 

梨
ケ
原
の
よ
う
に
、
今
後
も
里
山
的

草
原
を
火
入
れ
を
し
な
が
ら
維
持
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
昔
か
ら

の
人
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
貴
重
な
文

化
や
そ
の
環
境
か
ら
育
ま
れ
た
動
植
物

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
富
士
山
に
は
沢
山
の
魅
力

が
隠
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

ヤ マ キ チ ョ ウ 

ミ ヤ マ シ ジ ミ 

富士北麓地方の代表的な里山的自然 梨ケ原の草原 

ヒ メ シ ジ ミ 

ヒ メ シ ロ チ ョ ウ 

写
真
協
力
： 

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

自
然
環
境
研
究
部 

大
脇 

淳 

氏 



富 士 山 世 界 遺 産 セ ン タ ー だ よ り ８ 号 

世
界
遺
産
富
士
山
の
価
値 

 

 

富
士
山
は
、
「
富
士
山
―
信
仰
の
対
象

と
芸
術
の
源
泉
」と
い
う
名
称
で
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
「セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
）
の
情
報
発

信
ス
タ
ッ
フ
と
指
定
管
理
者
ス
タ
ッ
フ
は
、

多
く
の
方
々
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
富
士
山
の
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
セ
ン
タ
ー
の
内
外
を

問
わ
ず
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
情
報
発
信
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
セ
ン
タ
ー
外
の
活
動
は
、
６
月

16
日
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
の
場
外
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
富

士
山
の
価
値
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

世
界
遺
産
富
士
山
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
小
冊
子
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
セ
ン

タ
ー
の
無
料
招
待
券
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ

な
ど
も
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
、
多
く
の
方
々
に
世
界
遺

産
富
士
山
や
、
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日

に
出
会
っ
た
方
々
の
中
に
は
、
そ
の
後
実

際
に
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
、
世
界
遺
産
富

士
山
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。  

  

７
月
20
日
～
22
日
に
は
、
千
葉
県
・

習
志
野
市
に
あ
る
商
業
施
設
で
情
報
発

信
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
富
士

山
ク
イ
ズ
を
準
備
し
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て

富
士
山
の
価
値
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
へ
の
参
加
者
数
は
三
日
間
で
８

７
８
人
に
上
り
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
セ
ン
タ
ー
の
ノ

ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
等
を
お
渡
し
し
ま
し
た

が
、
グ
ッ
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
富
士
山
に
関

す
る
「知
識
」も
し
っ
か
り
と
お
持
ち
帰
り

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

９
月
14
日
～
17
日
に
実
施
し
た
名
古

屋
市
熱
田
区
の
商
業
施
設
で
の
活
動
で

は
、
富
士
山
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、

世
界
遺
産
富
士
山
の
価
値
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
２
６
５
人
の
方
々
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
の

90
％
以
上
の
方
々
が
、
「パ
ネ
ル
展
を
通

し
て
、
実
際
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
富
士
山
を
訪
れ
て
み
た
い
と
感
じ

た
。
」
と
回
答
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

 

富
士
山
は
世
界
文
化
遺
産
で
す
が
、
富

士
山
の
雄
大
か
つ
優
美
な
姿
か
ら
自
然
遺

産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な

い
よ
う
で
す
。
私
た
ち
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

は
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
富
士
山
の
顕

著
な
普
遍
的
価
値
（「信
仰
の
対
象
」「芸

術
の
源
泉
」）に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
に

正
確
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
定
期
的
に
情
報
発
信
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。 

 

富
士
山
に
寄
せ
る
人
々
の
想
い 

 

 
は
る
か
昔
か
ら
美
し
く
あ
り
続
け
る
富

士
山
。
富
士
山
は
一
年
、
一
日
と
い
う
短

い
時
間
の
中
で
も
、
様
々
な
表
情
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
北
館
の
展
望

デ
ッ
キ
か
ら
も
様
々
な
富
士
山
の
姿
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

右
の
写
真
は
６
月
１
日
に
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
前
日
の
山
頂
で
の
降
雪
の
お
か

げ
で
、
次
の
日
の
朝
に
非
常
に
美
し
い
凜

と
し
た
姿
と
な
っ
て
私
た
ち
の
目
の
前
に

現
れ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

富
士
山
の
美
し
い
景
観
は
多
く
の
人
々

を
惹
き
つ
け
ま
す
。
昔
か
ら
人
々
は
、
富

士
山
を
題
材
に
様
々
な
文
化
的
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
富
士

山
の
貴
重
な
自
然
は
、
「美
」だ
け
で
な
く

多
く
の
恵
み
を
人
々
に
も
た
ら
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
恵
み
は
特
色
あ
る
地
域
社
会

を
形
成
し
、
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
文
化
的
活
動
や
文
化
そ
の
も
の

が
世
界
に
認
め
ら
れ
て
、
富
士
山
は
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
世
界
の
宝
で
あ
る
富
士

山
を
未
来
に
向
け
て
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

ヴァンフォーレ甲府ホームゲーム 出展PR 

名古屋市 出店PR 

山頂に雪化粧をした初夏の富士山 



～富士山あて年賀状～ 

第16回 

富士さんへ謹賀新年 
作 品 大 募 集 

美しい富士山を守り、未来へひきついでいくために。富士山あての年賀状を全国から募集します。 

平成30年11月5日（月）～ 

平成31年1月20日（日）  消印有効 

募 集 期 間 

募集の詳細は、  第16回富士さんへ謹賀新年 

応 募 先 
 〒401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1(富士山世界遺産センター北館内) 

 富士山ボランティアセンター 「富士さんへ謹賀新年」 係  ℡ 0555-20-9229 

また、「第15回富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～」の入賞・入選作品展を韮崎市立大村記念図書館に

て開催します。ぜひご覧ください。 

開 催 期 間  11月13日（火）～12月13日（木） 

※休館日や開館時間については、会場にお問い合わせください。 ℡ 0551-22-4946 

山梨県富士山レンジャーが撮影した美しい風景や植物、富士山が抱えている問題などを紹介しています。富士山レン

ジャーならではの視点で撮られた写真をぜひご覧ください。 

11月21日(水)～11月29日(木) 甲府市立図書館 平成31年2月19日(火)～平成31年2月26日(火) 防災新館 

12月26日(水)～平成31年1月31日(木) 富士山樹空の森 平成31年2月18日(月)～平成31年3月15日(金) 

富士河口湖町役場 



富
士
山
環
境
学
習
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

く
の
人
が
富
士
山
と
ふ
れ
あ
い
、
知
識
を
深

め
、
富
士
山
を
愛
す
る
心
や
環
境
保
全
の

意
識
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
富
士
山

学
習
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

交
通
費
や
謝
礼
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
各
種
研
修
に
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

実
施
日 

 

原
則
と
し
て
平
日
の
毎
日 

実
施
時
間 

９
時
30
分
～
16
時
30
分

 
 

 

の
時
間
の
う
ち
30
分
～ 

受
講
料 

 

無
料 

対
象 

 

地
域
住
民
、
各
種
団
体
、 

 
 

 

企
業
等
、
お
よ
び
児
童
、 

 
 

 

生
徒
、
学
生
（
教
員
向
け 

 
 

 

研
修
も
あ
り
ま
す
） 

定
員 

 

最
大
60
名
ま
で 

 

《申
込
方
法
｠ 

原
則
と
し
て
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
お

申
込
み
下
さ
い
。 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

Ｆ
ａ
ｘ
、
郵
送
ま
た
は
ｅ-

ｍ
ａ
ｉ
ｌ
に
て
お
送
り

下
さ
い
。
申
込
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 
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《注
意
事
項
》 

・ 

事
前
の
打
合
せ
や
下
見
等
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・ 

申
込
み
、
問
合
せ
お
よ
び
打
合
せ
は
責

任
者
が
行
な
っ
て
下
さ
い
。
旅
行
業
者
等
に

よ
る
代
行
は
認
め
ま
せ
ん
。 

富
士
山
環
境
保
全
募
金
・
寄
付 

  

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆

様
か
ら
の
募
金
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。
皆

様
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
富
士
山
の

環
境
保
全
の
た
め
の
費
用
と
し
て
大
切
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

  

募
金
箱
は
次
の
場
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。 

・ 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

・ 

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所 

・ 

道
の
駅 

富
士
吉
田 

・ 

ふ
じ
や
ま
ビ
ー
ル 

・ 

三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

・ 

富
士
湧
水
の
里
水
族
館 

・ 

山
中
湖
観
光
案
内
所 

・ 

山
中
湖 

花
の
都
公
園 

・ 

山
中
湖
温
泉 

紅
富
士
の
湯 

・ 

富
士
河
口
湖
観
光
総
合
案
内
所 

・ 

河
口
湖
自
然
生
活
館 

・ 
道
の
駅 

な
る
さ
わ 

・ 

な
か
と
み
和
紙
の
里 

 

※ 

１
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
、
団
体
に
は
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
。
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくこと目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 

TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

http://www.yamanashi-kankou.jp/maillmagazine/
regist.html 

出張講座の様子 体験型学習（ゴミ拾い体験） 


